
拡

散
性
除
草
剤
と
は

技
術
情
報
だ
よ
り
21
年
７
月
号

に
て
掲
載
し
た
、
自
己
拡
散
性
を

持
つ
除
草
剤
の
こ
と
で
す
。

農
薬
自
身
が
田
面
水
に
浮
き
、

少
し
ず
つ
移
動
す
る
こ
と
で
成
分

を
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
溶
か
し

出
す
特
徴
を
持
ち
ま
す
。
そ
の
た

め
、
圃
場
内
に
入
っ
て
中
心
部
へ

の
散
布
が
必
要
な
く
、
さ
ら
に
粒

径
が
1
キ
ロ
粒
剤
に
比
べ
大
き
い

た
め
、
ド
リ
フ
ト
の
心
配
も
減
り

ま
す
。省

力
散
布
の
方
法

水
稲
除
草
剤
の
省
力
化
技
術
が

進
み
多
種
多
様
な
散
布
方
法
が
可

能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
拡

散
性
除
草
剤
で
は
複
数
の
散
布
方

法
が
可
能
で
あ
り
、
天
候
・
圃
場

条
件
に
合
わ
せ
た
方
法
を
選
択
で

き
ま
す
。(

登
録
に
よ
っ
て
は
で

き
な
い
散
布
方
法
も
あ
り
ま
す
の

で
、
登
録
内
容
を
よ
く
ご
確
認
く

だ
さ
い)

除

草
効
果
を
得
る
為
に

水
稲
除
草
剤
の
効
果
を
十
分
に

発
揮
す
る
た
め
に
は
、
「
使
用
上

の
ポ
イ
ン
ト
」
を
守
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

拡

散
性
水
稲
除
草
剤
の

散
布
比
較
実
演
会

拡
散
性
除
草
剤
に
よ
っ
て
作
業

時
間
短
縮
と
な
る
か
検
証
す
る
た

め
、
福
島
県
内
２
か
所
に
て
散
布

比
較
実
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
比
較
し
た
散
布
方
法
】

・(

１
㌔
粒)

ド
ロ
ー
ン
散
布

・(

拡
散
性)

ド
ロ
ー
ン
散
布

・(

拡
散
性)

畦
畔
１
周
散
布

・(

拡
散
性)

畦
畔
１
辺
散
布

そ
の
結
果
、
ド
ロ
ー
ン
で
１
キ

ロ
粒
剤
を
散
布
す
る
よ
り
拡
散
性

除
草
剤
を
散
布
す
る
こ
と
で
作
業

時
間
58
％
減
、
通
常
の
畦
畔
を
１

周
す
る
手
散
布
に
比
べ
拡
散
性
除

草
剤
の
１
辺
散
布
で
は
68
％
減
も

の
作
業
時
間
短
縮
に
な
り
ま
し
た
。

農
薬
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
で
！
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水
田
除
草
作
業
を
効
率
的
に
⁉

「
拡
散
性
除
草
剤
」
の
省
力
散
布
技
術

2022年10月号
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Vol.5

省

【
使
用
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
湛
水
の
ま
ま
散
布
し
、
少
な
く

と
も
３
〜
４
日
間
は
通
常
の
湛

水
状
態(

３
～
５
㎝)

を
保
つ
。

②
環
境
へ
の
流
出
防
止
の
た
め
散

布
後
７
日
間
止
水
す
る
。

③(

拡
散
性
除
草
剤
は)

農
薬
成
分

を
十
分
に
拡
散
さ
せ
る
た
め
、

や
や
深
め
の
湛
水(

５
～
６
㎝)

を
保
っ
た
状
態
で
散
布
す
る
。

④
自
然
減
水
に
よ
り
田
面
が
露
出

し
そ
う
な
場
合
は
、
止
水
の
ま

ま
通
常
湛
水
に
な
る
ま
で
静
か

に
入
水
す
る
。

除

拡

水口施用 周縁散布

無人航空機散布 田植or播種同時散布

散布方法（一部）

※

農
薬
登
録
を
良
く
確
認
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

拡01:29

00:29

01:09

00:29

畦畔１周畦畔１辺 粒剤 拡散性

手散布 ドローン散布

散
布
時
間

除草剤散布時間比較

68%減
58%減

③やや深水
(5～6cm)

② 7日間
落水なし
(止水)

① 4日間
湛水維持

除草剤散布のポイント



JA全農

拡散性水稲除草剤の散布比較実演会

2022.10月号 JA全農福島 肥料農薬部 技術情報通信 Vol.5

農薬についてのお問い合わせはお近くのＪＡまで！

JAふくしま未来協力のもと安達郡大玉村、JA会津よつば協力のもと喜多方市塩川町の圃場にて「拡散性水稲除
草剤の散布比較実演会」を実施いたしました。

番号 製品名 処理方法 圃場面積

① 豆つぶ剤 畦畔周縁散布 26.5a

② FG剤 ドローン散布 28a

③ ｴｱｰ粒剤 ドローン散布 28a

④ 楽粒 ドローン散布 28a

⑤ 豆つぶ剤 ドローン散布 28a

番号 製品名 処理方法 圃場面積

① FG剤 畦畔１辺散布 22a

② 楽粒 畦畔１辺散布 32a

③ 豆つぶ剤 ドローン散布 38a

④ ｴｱｰ粒剤 ドローン散布 36a

⑤ 1ｷﾛ粒剤 ドローン散布 46a

水口

水尻

無処理区枠

除草剤散布コース

①FG剤 ②楽粒

畦畔から1ｍ程度へ1辺から散布

④ｴｱｰ粒剤 ⑤1ｷﾛ粒剤③豆つぶ剤
畦畔から10ｍ離して 畦畔際からドローン散布

ドローン散布（1.5往復） （8.5往復）

ハウス無無

無 無

無

無

散布方法 散布地点 製剤種類 対象試験区
散布時間
平均(/10a)

時間短縮

手散布
畦畔周縁 拡散性 圃場１-① 1分29秒 －

畦畔１辺 拡散性 圃場２-①、② 29秒 68％減

ドローン
全面 1キロ粒剤 圃場２-⑤ 1分9秒 －

1～1.5往復 拡散性 圃場１-②～⑤、圃場２-③、④ 29秒 58％減

＜設計＞

安達郡大玉村 圃場１

喜多方市塩川町 圃場２

＜圃場図・除草剤散布コース＞

＜結果＞

圃場面積がそれぞれ異なるため、散布時間を10aあたりで計算したところ、拡散性除草剤を用い、省力散布方

法を用いることで大幅な作業時間短縮となりました。

水口 水尻

無処理区

除草剤散布コース

無

拡散性除草剤では、1辺散布やドローンで1往復だけという丁寧な均一散布を行わなくても十分な殺草・抑草効

果が見られました。ただし、田面が露出していた地点については雑草が多発生する結果となりました。

無処理区【ホタルイ発生】
(散布1月後)

処理区
(散布1月後)

処理区【田面露出部雑草多発生】
(散布14日後 ⇒ 散布1月後)

①豆つぶ剤 ②FG剤 ③ｴｱｰ粒剤 ④楽粒 ⑤豆つぶ剤

畦畔から1ｍ程度に

ひしゃく手散布 離してドローン散布（1往復）

畦畔から10ｍ（安全距離）

無 無 無 無 無


